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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期 4,756 32.9 596 63.2 598 85.5 495 59.7

2021年２月期 3,579 16.8 365 197.4 322 207.8 310 303.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年２月期 105.06 92.75 16.3 7.8 12.5

2021年２月期 82.26 － 23.0 5.3 10.2

（参考）持分法投資損益 2022年２月期 －百万円 2021年２月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年２月期 8,710 4,587 52.7 935.66

2021年２月期 6,565 1,511 23.0 399.74

（参考）自己資本 2022年２月期 4,587百万円 2021年２月期 1,511百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年２月期 435 △841 1,375 2,146

2021年２月期 568 △300 241 1,171

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年２月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

１．2022年２月期の業績（2021年３月１日～2022年２月28日）

（注）１．2021年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非
上場であったため、期中平均株価が把握できないことから、記載しておりません。

２．当社は、2021年４月５日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、2022年２月期の潜在株式調整後
１株当たり当期純利益については、新規上場日から当事業年度末日までの平均株価を期中平均株価とみなして
算定しております。

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,339 33.3 706 18.3 695 16.0 487 △1.8 103.20

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年２月期 4,902,900株 2021年２月期 3,781,500株

②  期末自己株式数 2022年２月期 25株 2021年２月期 －株

③  期中平均株式数 2022年２月期 4,718,572株 2021年２月期 3,774,106株

３．2023年２月期の業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：有

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当事業年度における世界経済は、回復基調で推移しましたが、2021年末にかけては新型コロナウイルスの新変異

株「オミクロン株」が蔓延したことを受けて、各国は再び移動制限を課す状況となりました。また、資源価格上昇

と半導体等の供給不足によって、予想以上のインフレが起きており、これは米国に加えて新興市場国等の多くで顕

著であり、さらに中国における不動産部門の減速や民間消費の予想を下回る回復により、限定的な成長にとどまる

見込みとなっております。日本経済は、同様に回復基調で推移し、新型コロナウイルスの新変異株「オミクロン

株」の蔓延により減速気味となっているものの、感染のピークアウト予想からの経済活動の正常化に伴う雇用・所

得環境の改善に加え、コロナ危機下で積み上がった50兆円の過剰貯蓄が消費に回る見通しから、2022年半ばにかけ

て高めの伸びが期待されております。

　当社の当事業年度は、新型コロナウイルス感染症の影響は軽微であり、光計測・新領域、半導体、ヘルスケアの

いずれの事業におきましても増収基調となりました。当社は、光学事業の単一セグメントであるため、セグメント

別の記載は省略しておりますが、以下に製品の市場別に売上高の状況等を説明いたします。

　光計測・新領域事業におきましては、単結晶技術、光学分野でのコア技術の新用途・新製品を立案・開発し、試

作・開発ベースでの小規模案件を中心にビジネスを進めております。同事業の2022年２月期の売上高は、概ね前期

並みに推移し、前期比10.2％増の579百万円となりました。

　半導体事業におきましては、世界的な半導体需要増から、ユーザーである半導体ウエハ検査装置メーカーなどか

らの当社製品への引き合い及び受注状況は前期に引き続き増勢で推移しております。当事業年度の同事業での売上

高は、前期比42.6％増の2,465百万円となりました。

　ヘルスケア事業におきましては、PET装置の世界需要は概ね堅調に推移し、またユーザーにおける当社のシェア

アップへの取り組みが浸透し、当事業年度の同事業の売上高は、前期比29.3％増の1,711百万円となりました。

　その結果、当事業年度の売上高は4,756百万円（前期比32.9％増）、営業利益は596百万円（前期比63.2％増）、

経常利益は598百万円（前期比85.5％増）、当期純利益は495百万円（前期比59.7％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　当事業年度末における総資産につきましては、前事業年度末に比べ2,145百万円増加し、8,710百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が965百万円、仕掛品が363百万円、機械及び装置が253百万円及び建設仮勘定が325

百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

　当事業年度末における負債につきましては、前事業年度末に比べ930百万円減少し、4,123百万円となりました。

これは主に、短期借入金が850百万円、長期借入金が272百万円減少した一方で、未払金が130百万円増加したこと

等によるものであります。

（純資産）

　当事業年度末における純資産につきましては、前事業年度末に比べ3,075百万円増加し、4,587百万円となりまし

た。これは主に、東京証券取引所マザーズへの上場に伴う公募増資及び第三者割当増資等により、資本金及び資本

準備金がそれぞれ1,290百万円、当期純利益の計上により利益剰余金が495百万円増加したことによるものでありま

す。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ975百万円増加

し、当事業年度末には2,146百万円となりました。

　当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、増加した資金は435百万円（前事業年度は568百万円の増加）となりました。これは主に税引前

当期純利益590百万円（前事業年度は税引前当期純利益322百万円）、減価償却費268百万円（前事業年度は減価償

却費224百万円）が生じた一方で、たな卸資産の増加額433百万円（前事業年度はたな卸資産の増加額372百万円）

が生じたこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は841百万円（前事業年度は300百万円の減少）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出789百万円（前事業年度は有形固定資産の取得による支出244百万円）等が生じたことによ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、増加した資金は1,375百万円（前事業年度は241百万円の増加）となりました。これは、株式の
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発行による収入2,565百万円（前事業年度は株式の発行による収入11百万円）が生じた一方、短期借入金の純減額

850百万円（前事業年度は短期借入金の純減額150百万円）、長期借入金の返済による支出275百万円（前事業年度

は長期借入金の返済による支出547百万円）、割賦債務の返済による支出37百万円（前事業年度は割賦債務の返済

による支出59百万円）が生じたこと等によるものであります。

（４）今後の見通し

　2023年２月期の業績予想につきましては、以下のとおりの数値を予想しております。

売上高6,339百万円（前期比33.3％増）

　光計測・新領域事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響はほぼ解消し、また新たな分野からの引

き合いが見込まれ、前期比55.7％増の902百万円を見込んでおります。

　半導体事業におきましては、前期を上回る需要が見込まれており、前期を上回る水準の増収、また前期並みの増

収率41.0％増の3,476百万円を見込んでおります。

　ヘルスケア事業におきましては、今後も世界的に底堅い医療機器需要に支えられ安定した推移が見込まれてお

り、前期比14.6％増の1,961百万円を見込んでおります。

　その結果、2023年２月期の予想売上高は6,339百万円（前期比33.3％増）を見込んでおります。

営業利益706百万円（前期比18.3％増）

　主要顧客や製品毎に、過去の実績や売上見込みに対する購買動向などから所要変動費を見積もり、限界利益額を

算定しております。なお、所要変動費については、製造原価における変動費が大半であり、変動販管費は軽微であ

ります。また、限界利益率は、概ね2022年２月期並みの水準を見込んでおります。

　次に、前期実績や新規投資による減価償却費の増加、増収に対応する人員増による労務費の増加等などを見積も

り、製造原価の固定費を算定します。現在計画中の第４工場の竣工は、2024年２月期の見込み、また第５工場の竣

工は、2023年２月期第４四半期を見込んでおり、それぞれの設備投資に伴う減価償却費は2023年２月期においては

軽微な水準と予想しております。

　その製造原価の固定費を限界利益額から減じて売上総利益を算定します。その後、前期実績や増収に対応する人

員増による増加人件費、2022年５月に計画しております横浜事業所の増床移転に伴う一時費用等から販売費及び一

般管理費と研究開発費を見積もった上で、その売上総利益から差し引いて営業利益を算定しております。特に研究

開発費は、2023年２月期の収支にとどまらず2024年２月以降の業績にも大きな影響を及ぼすものであり、社内で入

念な検証と討議を行い、見積りを行っております。

　その結果、2023年２月期の営業利益は、706百万円（前期比18.3％増）を見込んでおります。

経常利益695百万円（前期比16.0％増）

　営業外収益は、主に研究開発に伴う設備投資への助成金収入を見込んでおります。営業外費用は、主に社債及び

借入金の支払利息を見込んでおります。

　その結果、経常利益は、2023年２月期においては695百万円（前期比16.0％増）を見込んでおります。

当期純利益487百万円（前期比1.8％減）

　特別損益等は見込んでおりません。

　税引前当期純利益に対する法人税等の負担率を30％程度と見込んでおります。

　その結果、2023年２月期における当期純利益は、487百万円（前期比1.8％減）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は日本基準を採用しております。今後の国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切

に対応していく方針です。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年２月28日）

当事業年度
（2022年２月28日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,181,360 2,146,368

受取手形 5,922 23,000

売掛金 765,084 622,684

製品 43,133 48,762

仕掛品 926,778 1,290,021

原材料及び貯蔵品 396,021 460,466

前払費用 17,220 42,560

前渡金 11,819 2,938

その他 84,934 124,301

流動資産合計 3,432,276 4,761,103

固定資産

有形固定資産

建物 1,076,052 1,126,572

減価償却累計額 △438,860 △491,362

建物（純額） 637,191 635,209

構築物 18,154 19,424

減価償却累計額 △13,601 △14,064

構築物（純額） 4,553 5,360

機械及び装置 2,762,815 3,132,645

減価償却累計額 △856,130 △972,887

機械及び装置（純額） 1,906,684 2,159,758

工具、器具及び備品 489,939 581,436

減価償却累計額 △336,166 △373,411

工具、器具及び備品（純額） 153,772 208,025

土地 77,520 154,858

リース資産 19,088 19,088

減価償却累計額 △7,185 △10,030

リース資産（純額） 11,903 9,058

建設仮勘定 64,118 389,495

その他 19,433 35,624

減価償却累計額 △10,366 △22,271

その他（純額） 9,066 13,352

有形固定資産合計 2,864,810 3,575,119

無形固定資産

のれん 644 －

ソフトウエア 52,367 64,104

その他 9,306 13,781

無形固定資産合計 62,317 77,885

投資その他の資産

投資有価証券 － 8,000

出資金 10 10

長期前払費用 2,477 26,465

繰延税金資産 121,616 160,513

その他 82,385 101,899

投資その他の資産合計 206,490 296,889

固定資産合計 3,133,618 3,949,894

資産合計 6,565,894 8,710,998

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年２月28日）

当事業年度
（2022年２月28日）

負債の部

流動負債

買掛金 194,981 266,993

短期借入金 850,000 －

１年内償還予定の社債 23,000 7,000

１年内返済予定の長期借入金 275,972 272,326

リース債務 3,096 3,096

未払金 189,876 320,044

１年内支払予定の長期未払金 37,578 24,088

未払費用 89,096 86,408

未払法人税等 56,589 137,666

前受金 248,976 292,174

預り金 120,043 115,752

賞与引当金 85,000 102,000

修繕引当金 207,504 140,277

製品保証引当金 11,820 17,347

その他 20,412 479

流動負債合計 2,413,947 1,785,653

固定負債

社債 175,500 168,500

長期借入金 2,430,183 2,157,857

リース債務 9,819 6,723

その他 24,808 4,833

固定負債合計 2,640,310 2,337,913

負債合計 5,054,257 4,123,567

純資産の部

株主資本

資本金 405,500 1,695,621

資本剰余金

資本準備金 862,322 2,152,443

資本剰余金合計 862,322 2,152,443

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 243,814 739,554

利益剰余金合計 243,814 739,554

自己株式 － △189

株主資本合計 1,511,637 4,587,430

純資産合計 1,511,637 4,587,430

負債純資産合計 6,565,894 8,710,998
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2020年３月１日
　至　2021年２月28日)

 当事業年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

売上高 3,579,619 4,756,708

売上原価

製品期首たな卸高 82,673 43,133

当期製品製造原価 2,455,209 3,130,094

当期製品仕入高 1,474 1,916

合計 2,539,357 3,175,144

製品期末たな卸高 43,133 48,815

売上原価合計 2,496,223 3,126,329

売上総利益 1,083,395 1,630,379

販売費及び一般管理費 717,640 1,033,595

営業利益 365,755 596,784

営業外収益

受取利息 273 124

受取地代家賃 － 11,084

補助金収入 12,575 67,016

助成金収入 3,641 590

その他 614 3,423

営業外収益合計 17,104 82,238

営業外費用

支払利息 48,535 50,323

株式交付費 － 14,455

その他 11,437 15,252

営業外費用合計 59,972 80,031

経常利益 322,887 598,991

特別損失

減損損失 － 8,155

特別損失合計 － 8,155

税引前当期純利益 322,887 590,836

法人税、住民税及び事業税 49,715 133,993

法人税等調整額 △37,286 △38,896

法人税等合計 12,429 95,096

当期純利益 310,458 495,740

（２）損益計算書
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前事業年度
（自　2020年３月１日

    至　2021年２月28日）

当事業年度
（自　2021年３月１日

    至　2022年２月28日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 1,231,859 42.1 1,683,153 47.1

Ⅱ　労務費 725,639 24.8 852,673 23.8

Ⅲ　経費 ※１ 968,786 33.1 1,041,156 29.1

当期総製造費用 2,926,286 100.0 3,576,983 100.0

仕掛品期首たな卸高 516,815 926,778

合計 3,443,101 4,503,761

仕掛品期末たな卸高 926,778 1,290,021

たな卸資産評価損 30,201 7,618

他勘定振替 ※２ 30,912 76,027

当期製品製造原価 2,455,209 3,130,094

項目
前事業年度

（自　2020年３月１日
　至　2021年２月28日）

当事業年度
（自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日）

外注費（千円） 196,155 223,272

減価償却費（千円） 200,331 228,316

電力料（千円） 121,851 163,611

地代家賃（千円） 88,522 106,519

消耗品費（千円） 56,832 91,259

修繕引当金繰入額（千円） 69,798 398,555

製品保証引当金繰入額（千円） 11,820 17,347

支払手数料（千円） 41,320 29,969

項目
前事業年度

（自　2020年３月１日
　至　2021年２月28日）

当事業年度
（自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日）

固定資産（千円） 30,912 42,354

建設仮勘定（千円） － 178

研究開発費（千円） － 33,494

製造原価明細書

　（注）※１．主な内訳は、次のとおりであります。

　（注）※２．他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

（原価計算の方法）

　当社の原価計算は、総合原価計算による実際原価計算であります。
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（単位：千円）

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計繰越利益

剰余金

当期首残高 399,725 856,547 856,547 △66,643 △66,643 1,189,629 1,189,629

当期変動額

新株の発行
（新株予約権
の行使）

5,775 5,775 5,775 11,550 11,550

当期純利益 310,458 310,458 310,458 310,458

当期変動額合計 5,775 5,775 5,775 310,458 310,458 322,008 322,008

当期末残高 405,500 862,322 862,322 243,814 243,814 1,511,637 1,511,637

（単位：千円）

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計
資本準備金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計繰越利益

剰余金

当期首残高 405,500 862,322 862,322 243,814 243,814 － 1,511,637 1,511,637

当期変動額

新株の発行 1,175,171 1,175,171 1,175,171 2,350,342 2,350,342

新株の発行
（新株予約権
の行使）

114,950 114,950 114,950 229,900 229,900

自己株式の取
得

△189 △189 △189

当期純利益 495,740 495,740 495,740 495,740

当期変動額合計 1,290,121 1,290,121 1,290,121 495,740 495,740 △189 3,075,793 3,075,793

当期末残高 1,695,621 2,152,443 2,152,443 739,554 739,554 △189 4,587,430 4,587,430

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年３月１日　至　2021年２月28日）

当事業年度（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）
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（単位：千円）

 前事業年度
(自2020年３月１日
　至2021年２月28日)

 当事業年度
(自2021年３月１日

　至2022年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 322,887 590,836

減価償却費 224,765 268,881

のれん償却額 62,095 644

固定資産除却損 1,639 －

減損損失 － 8,155

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,591 17,000

修繕引当金の増減額（△は減少） 28,911 △67,227

製品保証引当金の増減額（△は減少） 11,820 5,527

未収入金の増減額（△は増加） 1,142 △9,987

未払金の増減額（△は減少） 70,014 △47,218

前受金の増減額（△は減少） 92,980 49,511

為替差損益（△は益） 3,178 △4,840

受取利息 △273 △124

支払利息 48,535 50,323

売上債権の増減額（△は増加） 88,478 125,321

たな卸資産の増減額（△は増加） △372,013 △433,317

仕入債務の増減額（△は減少） △18,174 72,011

その他 24,226 △68,078

小計 620,803 557,419

利息の受取額 273 124

利息の支払額 △46,694 △53,555

法人税等の支払額 △6,085 △68,607

営業活動によるキャッシュ・フロー 568,296 435,381

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △244,946 △789,738

無形固定資産の取得による支出 △42,094 △36,466

敷金及び保証金の差入による支出 △13,595 △24,959

担保預金の預入による支出 △40,000 －

担保預金の払戻による収入 40,000 －

担保預金の解約による収入 － 10,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △300,636 △841,165

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 △850,000

長期借入れによる収入 1,016,500 －

長期借入金の返済による支出 △547,364 △275,972

社債の償還による支出 △25,800 △23,000

株式の発行による収入 11,550 2,565,786

リース債務の返済による支出 △3,754 △3,096

割賦債務の返済による支出 △59,747 △37,578

自己株式の取得による支出 － △189

財務活動によるキャッシュ・フロー 241,384 1,375,950

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,178 4,840

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 505,865 975,007

現金及び現金同等物の期首残高 665,494 1,171,360

現金及び現金同等物の期末残高 1,171,360 2,146,368

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　（修繕引当金の見積りの変更）

　坩堝用貴金属の改鋳に備えて、当該改鋳見込額のうち当事業年度に負担すべき額を、坩堝の使用回数に応じて修

繕引当金として計上しております。当事業年度において、改鋳時に必要となる増し地金について、坩堝の使用回数

増加を目的に坩堝の肉薄化と形状を変更し、それに伴い生じた余剰地金を充当することとしました。

　これにより、従来の方法によった場合と比較して、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ90,459

千円増加しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積り）

　当社では、固定資産の減損会計等の会計上の見積りについて、財務諸表作成時点において入手可能な情報に基づ

き実施しております。新型コロナウイルス感染症の拡大による当社への影響は現時点で限定的であり、当事業年度

の見積りに大きな影響を与えるものではないと判断しております。

（持分法損益等）

当社は、関連会社を有していないため、該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は、光学事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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前事業年度
（自　2020年３月１日

至　2021年２月28日）

当事業年度
（自　2021年３月１日

至　2022年２月28日）

１株当たり純資産額 399.74円 935.66円

１株当たり当期純利益 82.26円 105.06円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －円 92.75円

項目
前事業年度

（自　2020年３月１日
至　2021年２月28日）

当事業年度
（自　2021年３月１日

至　2022年２月28日）

１株当たり当期純利益

当期純利益（千円） 310,458 495,740

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 310,458 495,740

普通株式の期中平均株式数（株） 3,774,106 4,718,572

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 625,938

（うち新株予約権（株）） （－） （625,938）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜

在株式の概要

  新株予約権５種類（新株予約権

の数1,728個）。
－

項目
前事業年度

（2021年２月28日）
当事業年度

（2022年２月28日）

純資産の部の合計額（千円） 1,511,637 4,587,430

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

（うち新株予約権（千円）） （－） （－）

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 1,511,637 4,587,430

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株）
3,781,500 4,902,875

（１株当たり情報）

（注）１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非

上場であったため、期中平均株価が把握できないことから、記載しておりません。

２．当社は、2021年４月５日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、当事業年度の潜在株式調整後１株

当たり当期純利益は、新規上場日から当事業年度末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定してお

ります。

３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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借入先 株式会社横浜銀行 株式会社りそな銀行 株式会社三菱UFJ銀行

借入限度額 ７億円 ５億円 ３億円

契約締結日 2022年３月28日 2022年３月18日 2022年３月31日

契約期間 ２年 １年 １年

担保の有無 無担保・無保証 無担保・無保証 無担保・無保証

（重要な後発事象）

（コミットメントライン契約の締結）

　当社は、機動的な運転資金の確保及び不測の事態・リスクに備え、中長期的に安定した経営を行うためのバック

アップラインとして本契約を締結することといたしました。
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